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骨を用いた検討を行った．実験には 2 ， 4， 6，





















量（面積）との間には，特に Relaxation delay 10
秒，積算回数60回において最も強い相関が認めら
れた．
【考察】
　組織学的に解析した海綿骨部の新生骨の面積と
T2緩和時間では，Relaxation delay 10秒，積算
60回（測定約10分）を含む複数の条件下で有意な
相関を認めたことから，31P–NMR の T2緩和差を
利用することで，新生骨量が非侵襲的に測定でき
る可能性が示唆された．この測定法を将来骨再生
医療に用いることができれば，同時に移植された
人工骨の影響を排除して，新生骨量のみを測定で
きる可能性が示された点で画期的と考えられる．
また，DXA によって測定した骨塩量と T2緩和時
間では相関を認めなかったことから，31P–NMR
の T2緩和差のみで骨塩量を測定することは困難
と考えられた．その理由として，31P–NMR では
骨リン酸カルシウムのリンの信号を測定している
ことから，加齢によって骨リン酸カルシウムの組
成の内，カルシウムなどの他のミネラル量が変化
することが考えられた．今回の結果から，31P–
NMR の T2緩和差を利用した解析は，今後非侵
襲的な再生骨量や骨組成の検査に有用である可能
性が示された．
